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■堅調な内需に支えられ、景気は回復基調
2013年のスイス経済は、内需が堅調に推移し、実質

GDP成長率は2.0％と、前年の1.0％を上回る成長となっ
た。民間最終消費支出が2.3％増と堅調だったことに加え、
建設投資が3.8％増加したことから、国内総固定資本形成
が1.8％増と前年の0.4％減から回復したことが寄与した。
財貨・サービスの輸出は、スイス・フランの高止まり、
欧州債務危機の長期化と電力の貿易統計への計上方法の
変更などによる対EU向けの財輸出の不振から前年を下
回る2.0％増にとどまった。輸入も景気の先行き不透明感
などから乗用車など耐久消費財の購入が手控えられた結
果、1.6％増にとどまった。

2014年の経済について、連邦経済省経済事務局（SECO）
は2014年6月、世界経済の回復基調、設備稼働率の上昇、
低金利の継続などにより実質GDP成長率は2.0％になる
と予測している。政治・外交面では、2014年2月の国民
投票で、EUが目指す「人の自由移動」と相入れない大

量移民制限案が可決されたことから、対EU関係の不透
明化、企業の人材獲得難といった悪影響への懸念が高
まっている。

■貿易黒字は縮小傾向
2013年の貿易（通関ベース）は、輸出が前年比0.3％増

の2,012億9,600万スイス・フラン（以下CHF）、輸入が
0.5％増の1,776億8,000万CHFだった。貿易収支は236億
1,600万CHFの黒字となったが、黒字幅は前年より2億
1,500万CHF縮小した。連邦関税局によると、2013年の
貿易額が輸出入ともに前年比ほぼ横ばいだったのは、
2013年1月から電力の集計方法を変更し、電力の輸出が
60.4％減、輸入が60.8％減となったためで、電力を除くと
輸出は2.2％増、輸入は2.4％増だった。

輸出を品目別にみると、最大品目である化学品（構成
比40.2％）が2.5％増と順調で、これは同品目全体の約8
割を占める医薬品（33.1％）が3.6％増と堅調だったこと
による。医薬品の主要輸出先であるドイツ（12.6％増）、
米国（5.7％増）などが増加したほか、中国（46.9％増）、
アルゼンチン（2.5倍）、ロシア（11.3％増）など新興国向
けも拡大したことが寄与した。精密機械・時計・装身具

（22.5％）も2.9％増加した。前年まで大幅な伸びを示して
いた時計（10.8％）が1.9％増と増加基調を維持した。時
計は新興国の富裕層向け輸出が好調で大幅な伸びを示し
てきた。スイス時計協会（FH）によると、2013年の時
計輸出額は過去最高だったものの、輸出数量は3.6％減

ス イ ス Swiss Confederation
2011年 2012年 2013年

①人口：814万人（2013年末暫定） ④実質GDP成長率（％） 1.8 1.0 2.0
②面積：4万1,285km2 ⑤消費者物価上昇率（％） 0.2 △0.7　 △0.2　
③1人当たりGDP：8万1,324米ドル ⑥失業率（％） 2.8 2.9 3.2
 （2013年推定） ⑦貿易収支（100万スイス・フラン） 23,519 23,831 23,960

⑧経常収支（100万スイス・フラン） 52,369 57,060 78,366
⑨外 貨準備高（100万米ドル、 

期末値）
279,390 475,659 495,958

⑩対 外債務残高（グロス） 
（100万スイス・フラン、期末値）

1,350,265 1,440,056 1,451,356

⑪為 替レート（1米ドルにつき、 
スイス・フラン、期中平均）

　0.8880 　0.9377 　0.9269

〔注〕 ⑦⑧：国際収支ベース、⑦：財のみ
〔出所〕 ①②⑤⑥：スイス連邦統計局、③⑨⑪：IMF、④スイス連邦経済省経済事務局、⑦⑧⑩：スイス国立銀行

2013年のスイス経済は堅調な内需に支えられ、実質GDP成長率が2.0％となった。貿易は対EUが輸出入ともに不振だった
一方、2014年7月にFTAが発効した中国は輸出入とも10％以上増加した。対内直接投資はサービス部門の不振から引き揚げ
超過となり、対外直接投資は大幅増となった。対日貿易は輸出入ともに縮小し、直接投資も対日・対スイスともに低調だった。

表1　スイスの需要項目別実質GDP成長率
（単位：％）

2012年 2013年 2013年
Q1 Q2 Q3 Q4

実質GDP成長率 1.0 2.0 1.3 2.7 2.1 1.7
民間最終消費支出 2.4 2.3 2.3 2.9 2.0 1.9
政府最終消費支出 3.2 3.0 3.4 2.7 3.0 3.0
国内総固定資本形成 △0.4 1.8 △1.0 1.5 2.3 4.3
財貨・サービスの輸出 2.5 2.0 0.2 4.0 2.2 1.6
財貨・サービスの輸入 3.1 1.6 △0.4 3.1 △0.9 4.4

〔注〕四半期の伸び率は前年同期比。
〔出所〕スイス連邦経済省経済事務局
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だった。腕時計の国・地域別輸出額をみると、トップの
香港が5.6％減、第3位の中国も2012年12月に中国政府
が打ち出した党・政府幹部や公務員に対する「倹約令」
によるぜいたく品購入自粛などにより12.5％減と大幅に
減少した。しかし第2位の米国が2.4％増、第4位のドイ
ツが9.0％増など先進国向けは増加した。機械および電
気・電子機器（16.5％）は、スイス・フラン高を背景に
ここ数年受注減少に苦しんできたが2013年も停滞した

（0.0％増）。食品・飲料・たばこ（4.1％）
は7.0％増となった。特にコーヒーが
20.3％増と大幅に増加した。スイス
はコーヒー豆を輸入・焙

ばい

煎
せん

し、さま
ざまな形に加工・製品化して再輸出
しているが、近年はカプセル式の製
品が好調で、輸出額は2008年からの
6年間で2.5倍に拡大した。

輸出を国・地域別にみると、最大
の輸出先のEU27（54.9％）は0.8％
減の1,104億1,400万CHFとなった。
EU域内では国境を接するドイツ

（18.7％）、イタリア（7.2％）、フラン
ス（7.0％）が上位を占めているが、
電力の統計変更の影響と機械および
電気・電子機器の輸出不振から順に
5.8％減、0.5％増、0.9％減と低迷し
た。国別ではドイツに次いで第2位
の米国（11.6％）は医薬品や時計の
輸出増などにより4.4％増と堅調
だった。前年に大幅減となった中国

（4.1％）は、時計こそ不振だっ
たものの、全体の約3割を占
める医薬品が46.9％増と急増
し、精密機器も18.5％増加し
たことから全体で10.6％増と
なった。中国とスイスは2014
年7月1日 に 自 由 貿 易 協 定

（FTA）が発効し、今後も対
中輸出拡大が期待されてい
る。

輸入を品目別にみると、最
大の化学品（23.6％）が6.3％
増だった。医薬品の輸出が好
調で、その原料などの輸入が
増えたとみられる。一方、輸
送用機器（8.9％）は6.9％減
だった。ほぼ半分を占める乗

用車が8.5％減と不振だったことによる。スイス自動車輸
入協会によると、2013年の新車（乗用車）登録台数は欧
州景気停滞による先行き不透明感などから買い控え傾向
が強く、前年比6.2％減の30万7,885台だった。

輸入を国・地域別にみると、最大のEU27（74.2％）は、
1.8％減の1,318億4,300万CHFだった。国別にはドイツ

（29.1％）、イタリア（10.3％）、フランス（8.3％）が上位
を占めているが、順に4.2％減、0.2％減、1.3％減と減少

表2　スイスの主要品目別輸出入＜通関ベース＞
（単位：100万CHF、％）

輸出（FOB） 輸入（CIF）
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率

化学品 79,012 80,980 40.2 2.5 39,369 41,847 23.6 6.3
医薬品 64,267 66,601 33.1 3.6 27,164 29,405 16.5 8.3

精密機械・時計・装身具 44,040 45,315 22.5 2.9 19,022 19,148 10.8 0.7
時計 21,426 21,834 10.8 1.9 3,358 3,481 2.0 3.7
精密機械 14,183 14,645 7.3 3.3 6,631 7,031 4.0 6.0

機械および電気・電子機器 33,307 33,308 16.5 0.0 29,365 30,237 17.0 3.0
産業用機械 19,570 19,700 9.8 0.7 11,246 11,878 6.7 5.6
電気・電子機器 11,358 11,382 5.7 0.2 10,581 10,800 6.1 2.1

金属製品 11,933 12,077 6.0 1.2 13,811 14,120 7.9 2.2
農・林・水産業製品 8,656 9,201 4.6 6.3 13,306 14,055 7.9 5.6

食品・飲料・たばこ 7,672 8,211 4.1 7.0 9,662 10,116 5.7 4.7
輸送用機器 5,095 5,289 2.6 3.8 17,074 15,893 8.9 △6.9
燃料・エネルギー 6,846 3,345 1.7 △51.1 17,445 14,342 8.1 △17.8

電力 6,026 2,384 1.2 △60.4 5,255 2,058 1.2 △60.8
原油・石油製品 798 918 0.5 15.0 10,344 10,510 5.9 1.6

合計（その他含む） 200,612 201,296 100.0 0.3 176,781 177,680 100.0 0.5 
〔注〕貴金属・宝石、芸術品、骨董品（加工して貨幣またはその代替品として流通可能なもの）含まず。
〔出所〕スイス連邦関税局

表3　スイスの主要国・地域別輸出入＜通関ベース＞
（単位：100万CHF、％）

輸出（FOB） 輸入（CIF）
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率

EU27 111,354 110,414 54.9 △0.8 134,257 131,843 74.2 △1.8
ユーロ圏 94,273 93,103 46.3 △1.2 120,358 117,727 66.3 △2.2

ドイツ 39,892 37,568 18.7 △5.8 54,023 51,733 29.1 △4.2
イタリア 14,430 14,507 7.2 0.5 18,253 18,220 10.3 △0.2
フランス 14,291 14,164 7.0 △0.9 14,942 14,746 8.3 △1.3

非ユーロ圏 17,023 17,216 8.6 1.1 13,899 14,116 7.9 1.6
英国 8,732 8,949 4.4 2.5 6,246 6,155 3.5 △1.5

アジア・大洋州 37,241 36,411 18.1 △2.2 22,196 23,102 13.0 4.1
中国 7,422 8,206 4.1 10.6 10,265 11,387 6.4 10.9
ASEAN 6,543 6,704 3.3 2.5 3,317 3,696 2.1 11.4
香港 6,970 6,696 3.3 △3.9 1,392 1,422 0.8 2.2
日本 6,860 6,062 3.0 △11.6 3,828 3,285 1.8 △14.2
韓国 2,403 2,527 1.3 5.1 815 651 0.4 △20.2
インド 2,637 2,003 1.0 △24.0 1,223 1,356 0.8 10.9

米国 22,300 23,290 11.6 4.4 9,272 9,832 5.5 6.0
ロシア 2,924 3,117 1.5 6.6 407 529 0.3 30.0
ブラジル 2,351 2,224 1.1 △5.4 1,089 843 0.5 △22.6
メキシコ 1,367 1,525 0.8 11.6 891 1,296 0.7 45.3
合計（その他含む） 200,612 201,296 100.0 0.3 176,781 177,680 100.0 0.5

〔注〕①�貴金属・宝石、芸術品、骨董品（加工して貨幣またはその代替品として流通可能なも
の）含まず。

　 　②�アジア・大洋州はASEAN＋6（日本、中国、韓国、オーストラリア、ニュージーラン
ド、インド）に香港および台湾を加えた合計値。

〔出所〕スイス連邦関税局
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した。輸出同様、電力統計の変更の影響が大きく、また、
ドイツ、フランスからの原油・石油製品や乗用車の輸入
も減少した。一方、国別では第4位の中国（6.4％）が電
気・電子機器（21.9％増）、事務用機器（25.3％増）など
が急増し、10.9％増となり、同国との貿易収支は2012年
に引き続き赤字となった。第5位の米国（5.5％）が6.0％
増、中南米では、メキシコ（0.7％）が45.3％増と急増し
た。ともに医薬品の輸入が増加したことによるもので、
両国からの医薬品輸入額はそれぞれ15.9％増、72.4％増
だった。

■ 対内投資は引き揚げ超過、対外投資は大
幅増

スイス国立銀行によれば、2013年の対内直接投資（対
外とも、国際収支ベース、ネット、フロー）は、48億
6,800万CHFの引き揚げ超過となり、前年の96億CHFか

ら大幅減となった。サービス部門が前年の49
億9,600万CHFから88億8,300万CHFの引き
揚げ超過に落ち込んだのがその主因である。
製造業も前年の46億400万CHFから40億1,400
万CHFへと減少したが、減少は小幅だった。

サービス部門は2010年の375億8,600万CHF
をピークに減少が続いており、2013年も前年
に引き続き、金融持ち株会社が大幅に減少し
たものと推測される（業種別、国・地域別内
訳は2014年6月現在、未公表）。スイス政府は
近年、非居住外国人が保有する匿名銀行口座
からの租税徴収代行や犯罪に関する預金者情
報の交換などの条項を組み込んだ二国間租税
条約改正を進めている。その結果、もはやス
イスでは租税回避や資金洗浄が不可能と判断
した一部の外国金融機関や持ち株会社、投資
会社が撤退、資金引き揚げ、資産圧縮などを
行ったと考えられる。スイス外国銀行協会に
よれば、2010年から2013年の4年間にスイス
から49の外国銀行が撤退したという（企業合
併・統合による消失も含む）。

2013年の投資案件をみると、最大の投資は
ベルギーのグループ・ブリュッセル・ランベー
ル（投資会社）による検査・認証サービスSGS
の株式15％取得（20億ユーロ）である。次い
で、ドイツのソフトウエア大手SAPによるハ
イブリス買収（10億～15億ドル）が大きい。
ハイブリスは、オンライン決済や物流管理な
ど、電子商取引の基盤を供給する。SAPは同
社の買収によりマルチチャネルコマースに関

する事業の拡大を目指す。2013年はこうした先進的な事
業の拡大に向けた投資が多くみられた。例えば、米国の
心臓疾患用医療機器（ペースメーカーなど）製造セント
ジュードメディカルが、不整脈や心房細動に治療効果が
高いカテーテルアブレーション治療に不可欠な接触力測
定装置を開発したベンチャー企業エンドセンスを1億
5,900万CHFで買収した。また、英国の医薬品大手グラ
クソ・スミスクラインは新興国からの需要が大きいワク
チン開発ベンチャーのオカイロスを2億5,000万ユーロで
買収した。オカイロスやエンドセンスのように、スイス
連邦工科大学等からのスピンアウト企業は、資金調達面
で有利なスイスで起業し、事業が軌道に乗った後は事業
拡大のため海外の大企業に売却されるというケースが多
い。このほか、米国の自動制御機器大手のハネウェルも
スマートシティー構築に不可欠なビルのインテリジェン
ト機能制御システム製造のサイアバージェスコントロー

表4　スイスのFTA発効・署名・交渉状況（2014年7月時点）
（単位：％）

FTA（協定発効年）
スイスの貿易に占める

構成比（2013年）
往復 輸出 輸入

発効済み EU27（1973年） 64.0 54.9 74.2 
中国（2014年7月） 5.2 4.1 6.4 
日本（2009年） 2.5 3.0 1.8 
香港（2012年） 2.1 3.3 0.8 
湾岸協力会議（GCC）諸国（2014年7月） 1.9 3.2 0.5 
シンガポール（2003年） 1.2 1.8 0.6 
カナダ（2009年） 1.0 1.6 0.4 
韓国（2006年） 0.9 1.3 0.5 
トルコ（1992年） 0.8 1.0 0.7 
メキシコ（2001年） 0.7 0.8 0.7 
EFTA（1960年） 0.3 0.5 0.2 
合計（その他含む） 82.6 78.0 87.7 

未発効 中米4カ国 0.1 0.2 0.1 
ボスニア・ヘルツェゴビナ（2013年6月署名） 0.0 0.0 0.0 
合計 0.2 0.2 0.1 

交渉中 ロシア・ベラルーシ・カザフスタン関税同盟 1.4 1.7 0.9 
インド 0.5 1.0 0.8 
タイ　 0.5 0.5 0.5 
マレーシア 0.3 0.4 0.3 
インドネシア 0.2 0.3 0.2 
アルジェリア 0.2 0.2 0.3 
ベトナム 0.3 0.2 0.4 
合計 3.4 4.3 3.4 

FTAカバー率（未発効、交渉中も含む） 86.2 82.5 91.2 
〔注〕①�EFTA：ノルウェー、アイスランドのみ計上（リヒテンシュタイン含まず）。
　　　 �中米4カ国：コスタリカ、グアテマラ、ホンジュラス、パナマ。コスタリ

カとパナマのみ交渉終了、2013年6月署名済み。グアテマラ、ホンジュラ
スについては交渉中断。

　　 ②�以下17カ国・地域ともFTA発効済み。イスラエル、フェロー諸島、パレス
チナ、モロッコ、マケドニア、ヨルダン、チリ、チュニジア、レバノン、
南部アフリカ関税同盟（SACU：ボツワナ、レソト、ナミビア、南アフリカ
共和国、スワジランド）、エジプト、セルビア、アルバニア、コロンビア、
ペルー、ウクライナ、モンテネグロ（協定締結順）。また、クロアチアとも
2002年にFTAを締結したが、同国は2013年7月、EUに加盟した。

　　 ③�構成比について、輸出はスイス原産品（再輸出品除く）、輸入は輸入総額を
使用。

〔出所〕スイス連邦経済省経済事務局「FTA一覧」、スイス連邦関税局貿易統計
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ルを1億3,000万ドルで買収した。
2013年の対外直接投資は、555 億7,800万CHFとなり、

前年の422億3,100万CHFから31.6％の大幅増となった。
サービス部門が前年の227億7,700万CHFから337億4,800
万CHFに拡大したことが貢献した。

対外投資案件としては、重電・エンジニアリングABB
による米国の太陽光発電用インバータ製造パワーワンの
買収（11億7,000万ドル）が最大で、スウォッチグルー
プ（時計・宝飾品）による米国の宝石店ハリー・ウィン
ストン買収（10億ドル）、バリーカレボー（チョコレー
ト・カカオ製品）によるシンガポールの食品大手ペトラ

フーズのココア原料部門買収（8億6,000万ドル）などが
挙げられる。新興国の所得水準向上に伴いチョコレート
消費が拡大する中、原料の安定調達が狙いだ。サービス
部門では免税店デュフリーによるギリシャのフォリフォ
リ（アクセサリー）の免税品販売事業買収（6億4,540万
CHF）、空港地上支援サービスのスイスポートインター
ナショナルによる英国の同業サービスエア買収（3億
9,000万ドル）なども大型案件だった。

表7　スイスの主要対内直接投資案件（2013年）

被買収企業（事業） 買収企業 時期 投資額 概要業種 企業名 企業名 国籍

認証機関 SGS グループ・ブリュッセル・
ランベール（投資会社） ベルギー 6月 20億ユーロ 子会社セレナを通じて株式の15％をイ

タリアの投資会社EXORから取得。

ソフトウエア ハイブリス SAP（ソフトウエア） ドイツ 8月 10億～15億ドル 価格は未公表。ハイブリスは電子商取
引基盤を供給。

化学品 クラリアント3事業
部門

SKキャピタルパートナー
ズ（投資会社） 米国 9月 5億200万CHF テキスタイル化学品、ペーパー化学品、

エマルジョンサービス部門を買収。

紡績機械
OCエリコンホール
ディング　紡績機械
部門

金昇実業（繊維機械） 中国 7月 4億7,000万CHF 天然繊維用機械事業部門を買収。

ワクチン開発 オカイロス グラクソ・スミスクライン
（医薬品） 英国 5月 2億5,000万ユーロ ワクチン開発ベンチャーを買収。

出版 インフォーマ プロビデンスエクイティ
パートナーズ 米国 9月 1億6,500万ドル 五つの企業向け研修サービス事業部門

を買収。

医療機器 エンドセンス セントジュードメディカル
（医療機器） 米国 8月 1億5,900万CHF

ペースメーカー等心臓疾患用機器大手
が不整脈治療に使用する接触力測定装
置の開発ベンチャーを買収。1億5,900
万CHFを一時金として支払い、今後
最大1億5,000万CHFを投資。

建材 ペルゴ モホークインダストリー
（建材） 米国 1月 1億5,000万ドル ラミネートフローリング（樹脂で覆わ

れた木質床材）大手を買収。

宝飾品 ファベルジュ ジェムフィールズ（鉱業） 英国 1月 1億4,200万ドル エメラルド採掘最大手がロシア皇帝ゆ
かりの宝石店を買収。

電気・
電子機器

サイアバージェスコ
ントロール

ハネウェル（自動制御機
器） 米国 2月 1億3,000万ドル

インテリジェントビル制御システム供
給企業を香港ジョンソンエレクトリッ
クから買収。

〔出所〕 各社発表および報道などから作成

表6　 スイスの国・地域別対内・対外直接投資＜国際収支ベース、
ネット、フロー＞ （単位：100万CHF）

対内直接投資 対外直接投資
2011年 2012年 2011年 2012年
金額 金額 金額 金額

EU27 △8,209 21,041 5,093 10,562
オランダ 4,644 △11,021 2,273 △17,152
フランス △4,618 2,858 2,137 △4,659
英国 △10,304 △1,060 △2,620 28,075
ドイツ △4,951 △4,951 6,627 △4,030
ルクセンブルク △4,438 △22,638 △3,749 4,548

ロシア n.a. n.a. 2,315 1,054
カナダ 10,891 7,697 11,253 11,182
米国 △48 △100 416 3,564
中南米

（オフショア地域含む） 4,321 △139 3,022 13,731

ブラジル n.a. n.a. 1,198 1,639
アジア 12,014 △7,878 16,619 8,780

日本 2,358 416 2,821 545
香港 n.a. n.a. 456 3,307
中国（香港含まず） n.a. n.a. 5,327 1,597
インド n.a. n.a. 704 751

合計（その他含む） 23,613 9,600 42,468 42,231
〔注〕2013年の国・地域別内訳は未公表。
〔出所〕スイス国立銀行

表5　 スイスの業種別対内・対外直接投資＜国際収支ベース、ネッ
ト、フロー＞ （単位：100万CHF）

対内直接投資 対外直接投資
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 金額 金額

製造業 4,604 4,014 19,454 21,830
電子・光学・時計等 3,423 n.a. 2,979 n.a.
金属・機械 923 n.a. 3,705 n.a.
化学・プラスチック 164 n.a. 10,324 n.a.
その他産業・建設 93 n.a. 4,230 n.a.
繊維・アパレル n.a. n.a. △1,785 n.a.

サービス 4,996 △8,883 22,777 33,748
商業 6,349 n.a. 3,509 n.a.
運輸・情報 5,923 n.a. 1,181 n.a.
保険 △59 n.a. 4,515 n.a.
銀行 △796 n.a. 5,166 n.a.
その他サービス △1,501 n.a. 1,594 n.a.
金融持ち株会社 △4,919 △1,970 6,812 △785

合計（その他含む） 9,600 △4,868 42,231 55,578
〔注〕2013年の業種別内訳は未公表。
〔出所〕スイス国立銀行
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■対日貿易は輸出入ともに大幅減
2013年の対日貿易は、輸出が前年比11.6％減の60億

6,200万CHF、輸入が14.2％減の32億8,500万CHFだっ
た。対日貿易収支は27億7,700万CHFの黒字で、黒字幅
は前年比2億5,500万CHF縮小した。

対日輸出をみると、最大品目の医薬品（対日輸出全体
の43.5％）が20.6％減だった。第2位の腕時計（18.0％）
は6.4％増と堅調であったが、一般機械（6.0％）は11.1％
減、医療機器（5.8％）も15.9％減と大幅減となった。2013
年に入って急速に円安が進み、競争力が低下したことと、
医薬品と医療機器は、ともに前年に2桁台の伸びを示し
たため、その反動とも考えられる。　

対日輸入をみると、最大の乗用車（17.6％）が31.2％減
と大幅に落ち込んだ。日本メーカーによる2013年の新車
登録台数は前年比4.0％減の5万4,489台にとどまった。医
薬品（16.4％）も19.9％
減と減少した。

日本企業による対ス
イス直接投資は、過去
2年とは異なり、大型
投資案件が少なかった。
主な投資案件では、豊
田自動織機（繊維機械）
が2013年12月に、前年
に買収したウスターテ
クノロジーズを通じて
綿紡績用機器のジョッ
シシステムズを買収し

表8　スイスの主要対外直接投資案件（2013年）

買収企業 被買収企業（事業） 時期 投資額 概要企業名 業種 企業名 国籍
ABB（重電・エンジニアリ
ング）

太陽光発電用
部品 パワーワン 米国 7月 11億7,000万ドル 太陽光発電用インバータ製造企

業を買収。
スウォッチグループ（時計・
宝飾品） 宝石・貴金属 ハリー・ウィンス

トン 米国 1月 10億ドル ハリー・ウィンストンの鉱業部
門以外を買収。

バリーカレボー（チョコレー
ト・カカオ製品） 食品・飲料 ペトラフーズのコ

コア原料部門 シンガポール 6月 8億6,000万ドル

デュフリー（免税店） 免税店
フォリフォリ（ア
クセサリー）の免
税品事業部門

ギリシャ 4、12月 6億4,540万CHF 4月に51％、12月に49％の株式
を取得。

グレンコア・エクストラータ
（鉱業・エネルギー） 銅・コバルト ムタンダ・マイニ

ング
コンゴ民主

共和国 12月 4億3,000万ドル 株式14.5％を取得し、持ち株比
率69％に。

シンジェンンタ（農薬・種
苗） 遺伝子技術 デブジェン ベルギー 2月 4億300万ユーロ ゲノムベンチャーであるデブ

ジェンの株式98.32％を取得。
スイスポートインターナショ
ナル（空港地上サービス）

空港地上サー
ビス サービスエア 英国 12月 3億9,000万ドル フレンチドリシュブールから買

収。

グレンコア・エクストラータ
（鉱業・エネルギー） 油田 バディラ、マンガ

ラ油田 チャド ６月 3億ドル
バディラ油田、マンガラ油田の
権益25％をカナダのカラカル
から取得。

アリスタ（パン） パン クレンメ ドイツ 4月 2億8,000万ユーロ 株式68.6％を取得。

シーカ（化学品） 接着材 アクゾノーベルの
建築用接着材部門 オランダ 10月 2億6,000万ユーロ

〔出所〕各社発表および報道などから作成

た。ミネベア（ベアリング）も同月、パラドックス・エ
ンジニアリング（無線技術）の株式の34.71％を取得する
と発表した（買収完了は2014年1月）。

スイスから日本への投資としては、2013年4月にスイ
ス・リー（再保険）がライフネット生命の株式13.5％を
取得（約41億円）した事例が最大だった。また、2月に
ガルデルマファーマ（医薬品）が杏林製薬から医療用外
用抗真菌薬事業を買収した。

日本とスイスは2014年、修好通商条約締結150周年を
迎えた。2009年9月に経済連携協定、2011年12月に租税
条約、そして2012年3月には社会保障協定が発効した。
経済から社会にいたる幅広い分野での交流についての基
盤が強固になりつつある。条約締結を機に両国間のさら
なる関係緊密化が期待されている。

表9　スイスの対日主要品目別輸出入＜通関ベース＞
（単位：100万CHF、％）

輸出（FOB） 輸入（CIF）
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率

医薬品 3,323 2,637 43.5 △20.6 乗用車 842 579 17.6 △31.2
腕時計 1,024 1,089 18.0 6.4 医薬品 674 540 16.4 △19.9
一般機械 409 363 6.0 △11.1 宝飾品 509 471 14.3 △7.5
医療機器 416 350 5.8 △15.9 一般機械 322 315 9.6 △2.2
宝飾品 345 302 5.0 △12.5 電気・電子機器 223 176 5.4 △21.1
たばこ 166 156 2.6 △5.9 化学原材料 166 157 4.8 △5.8
化学原材料 132 154 2.5 16.6 光学機器 128 92 2.8 △28.0
検査・計測機器 126 122 2.0 △3.9 医療機器 61 73 2.2 20.4
電気・電子機器 112 109 1.8 △2.5 建設機械 56 69 2.1 23.6
飲料 63 71 1.2 12.7 自動車部品 69 56 1.7 △18.3
合計（その他含む） 6,860 6,062 100.0 △11.6 合計（その他含む） 3,828 3,285 100.0 △14.2

〔注〕貴金属・宝石、芸術品、骨董品（加工して貨幣またはその代替品として流通可能なもの）含まず。
〔出所〕スイス連邦関税局データ（2014年5月）から作成


